
地

球

撃

手

二
容

菊
倍
版
ア
ー
ト
紙
に
佃
利
虫
が
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
こ
れ
は

川
中
で
や
っ
た
､
古
鋼
耕
'
古
空

地は
俳
､
石
俳
､
決
'放
'
明
陶
群
､

牢

.g
明
磁
'
描
朝
官
幣
､
剛
雑
'
緒
代
託
耕
､

一
千
七
甘
四
十

t
射
､

朝
鮮
の
金
石
'
陶
磁
非
､
古
塔
燈
艦

一
六
二
瓢
と

い
ふ
塊
前

の
戚
職
の

中
か
ら
柵
過
日川
を
よ
-
す
ぐ
っ
て
成
し
た
脚
蝕
で
あ
る
｡
し
か
し

.i
舷

の
美
術
桝

の
日
蝕
と
ち
が
つ
て
'
将
に
火
拝
美
術
の
粋
を

あ
つ
め
ら
れ

た
こ
の
脚
蝕
は
之
を
み
る
欠
け
で
も
考
古

｡
美
術

｡
雁
史

･
地
規
の
串

従
に
何
と
も
名
状
L
が
た
い
感
轍
を
糾
(
る
こ
と
を

信

じ
て
常
食
期
休

暇
中
rQ
川
版
物
と
し
て
特
に
江
湖
に
抑
騰
す
る
｡

(
藤
川
)

○

績

東
郊

民

家

諮

j(
阪
篠
目
新
開
京
都
支
局
嗣

貸
倒
十
二
刷

さ
き
に
昭
利
六
聖

二
月
末
郊
拭
家
譜
を
大
下
に
紹
介
し
た
篠
目
京
都

立
山
の
岩
井
氏
は
挙

り
に
LT;
月
武
非
締
諒
新
や
森
川
耽
舟
新
を
骨
促
し

て
放
水
郊
比
家
の
蔓

=離

散
に
独
力
せ
し
め
た
u
T
庇
こ
の
婁

出
は
昭

聖

ハ
年
四
月
か
ら
ず

つ
と
篠
目
の
苅
珊
収
に
川
た
の
で
好
事
家
の
排
日

を
訟
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
を
'
今
腔
も
亦
便
利
虫
に
命
じ

コ
ロ
タ
イ

プ
収
に
し
た
｡
か
-
て
東
都
の
郊
外
か
ら
升
些

二
郎
､
近

江
光
太
郎
ま

で
に
亙
っ
て
約

二
官
の
蛇
家
の
脚
蝕
が
山
水
た
｡

1
4
の
民
家
に
つ
い

て
は
的
畢
な
伽
散
が
あ
っ
て
､
共
紫
員

の
指
示
す
る
嬰
鮎
を
別
に
し
て

あ
る
Q
何
と
い
っ
て
も
日
本
文
化
の
中
心
､
王
城
に
妃

い
虚
村
が
三
千

年
間
'
郷
土
怒
職
を
油
虫
し
た
こ
の
自
助
の
韻
蛾
か
ら
の
ヒ
ン
･1
を
村

て
'
手
作
-
の
･E
分
等
の
位
相
そ
の
も
の
に
も
'
白
か
ら
意
識
せ
ざ
る

共
析
を
錐
揚
し

た

の
が

即
ち
こ
の
英
は
し
い
二
打
砕
の
班
員
に
ま
ぎ

虐
ぜ
し
て
映
じ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
｡
拭
家
の
研
究
年
を
汲
ふ
て
紘
ん

第
四
雛

三

〇
(

七
二

と
も
な
っ
て
き
た
が
､

一
つ
一
つ
の
拭
家
を
み
て
ゐ
る
日
に
は
先
程
に

も
感
興
を
ひ
か
な
か
っ
た
'
屋
根
や
木
組
や
軸
糸

の
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

が
t
か
う
し
た

1
怨
に
ま
と
ま
っ
て

'
･2
分
の
放
れ
た
土
地
に
か
く
ま

で
も
し
た
は
し
い
弟
的
改
硯
が
あ
っ
た
の
か
と
敦

(
ら
れ
る
耽
等
は
､

今
日
ま
で
い
か
に
旦

芳

し
れ
ぬ
放
念
を
し
て
ゐ
た
こ
と
に
葉

音

ざ

る
を
称
な
い
で
あ
ら
う
｡
繁
務
ほ
か
う
し
た
拭
家
の
弘
を
み
て
･
ま
だ

ま
だ
日
本
の
人
は
臼
分
等

の
手
近

い
桝
を
見
つ
め
ね
ば
な
ら
な
い
範
を

絶
叫
し
た

い
､
さ
う
し
て
か
ゝ
る
沓
緒
に
ょ
つ
て
地
熱
に
携
は
る
人
々

の
踏
衝
心
が
日
本
風
に
持
化
さ

れ
な
-
て
ほ
掌

り
な
い
と
考

(
る
｡

併
せ
て
東
都
の
附
撃

)
そ
民
家
研
姥
の
米
金
郷
で
あ
る
｡
京
都
を

離

れ
て
速
-
な
る
杜
t
か
う
し
た
弟
は
職
ず
る
と
い
ふ
こ
と
を
の
･･(
て

人

文
地
珊
拳
碑
の
参
考
に
も
な
る
こ
の
拭
衆
論
を
お
す

1
め
す
る
(
搬
ー
)

JI
I
IrIIII
J'lJrII-
1
LIrLIJ
b
IIJIII
I
IJILf'
l_IIIIIl

雑

報

●､〓〓
llH〓l11
〓二一1
-
lHニー
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ここl11ここll
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〇

地

形

的

断

層

凍

党

法

に

就

い

て

本
誌
九
月
聖

霊

訳
に

記
さ
れ
た
筆
者
に
関
す
る
部
分
は
多
少
訳
桝
が
あ
る
と
息
は
れ
る
.
繁

者
が
地
珊
串
年
報
節
二
啓

三

7
<
-

≡

完

訳
に
省

い
た
の
は
､
故
人

の
地
形
串
希
が
骨
訟
め
た
断
層
の
み

を
川
ひ
て

｢
断
層
脚
を
作
れ
ば
よ

い
L
と
い
ふ
讃
岐
で
は
な
-
'
こ
の
や
う
な
方
法
は

｢
間
に
合
せ
の
方

法
L

で
あ
-
'｢
地
形
か
ら
順
走
純
を
求
め
る
L
方
法
で
あ
り
､
執
務
的

な
も

の
に
過
ぎ
な

い
が
'
そ
れ
で
も
か
-
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
､
侵
蝕

椛
を
断
Lb
椛
と
埠

へ
た
り
す
る
や
う
な
ひ
ど
い
問
迎
ひ
が
､

い
く
ら
か



で
も
減
る
だ
ら
う
と
い
ふ
忠
地
で
あ
る
.

断
Lt
の
滋は
筏
的
映
･:妃
に
は
必

ず
地
朋
調
光
を
仰
ふ
べ
き
こ
と
は
別
山
で

あ
っ
て
､
雑
務
が
北
き
に
本

誌
二
十
髄
節
三
批
に
訊

い
た
も
の
や
､
地
割l
戦
中
和

解

二
怨

一
.i

ll
I

.i
fA
五
㍍..J
に
記
し
た
こ
と
を

1
紙
す
れ
ば
'
堆
瀬

の
忠

の
あ
る
虚

は
蜘
似
で
あ
る
と
2-4.ふ
∪
(
今
村
)

0

寮

近

在

満

本

邦
大

人

口
調

水
鵜
洲
的
日
本
釦
靭
仰
析
櫛
別

本邦
人
人
目
に
つ
き
.昭
利
六
年
末
次
昭
利
九
中
大
月
末
現
れ
と
し
て
､

新
訳
日
本
火
促
仲
よ
り
孜
表
せ
る
も
の
は
次
の
如
し
｡

I:･=･
.=･:
:
F
.･鵠

:･=r
JL･絹
叫
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｡
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峰 朗 肘 甜 親 方1.-林 I.'b叱 犬 州 日光

r
i
t大
望エバ二

二
､望
火
九
宍

芯
'実
相

四
㌧
〓
妃
真
(｣_盃

靴

三
'
lo
t姐

現Ot霞
茶
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.-⊂⊃ jLJ

ヽ ヽ ヽ ｢l ヽ ヽ ヽ

l 宕 1裏 芸 孟 夏 買 買 曇

真 田 六 八 三 豊 二 四 筑ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ~ヽ ヽ
-t3- メtJド"q･- ⊂⊃丸 まこ^
Jt.J=JLJSET.W.六 hJ._ノLJ･一二二二⊂⊃V.ニ >lて LmljtJ一一･プて

備
考
'
宥
め
衣
以
外
に
舶
川
な
き
も
の
､
任
所
不
八･4
'
非
仙
訓
就
不

可
朗
の
額
､
多
数
あ
る
見
地
な
-
と
い
ふ
｡

(
上
鯖
)

0
北

宋

銭

事

情

北
･WK
銃
は
北
紳
四
八
庶

一
二
分
､
米
綿

三

六

旋二
.1
分
､
浦
洲
的
茂
髄
江
省
の
山
都
骨
で
あ
る
'
代
陶
二
年

(
二
二

舛
前
)
切
よ
り
小
都
路
を
成
し
て
牌
た
が
､
浦
洲
串
難
役

の
兵
pH
の
鬼

に
池
ひ
'
叔
妃
ま
で

.L
裟
村
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
釣
る
に
弊
北
路

に
よ
り
二
三
〇
･
四
粁
に
て
舛
々
恰
術
に
'
城
北
組
三
三
二
･
三
軒
に
て

ハ
ル
ビ
ン
に
禿
る
べ
-
'
洗
北
触
三
〇
三
軒
に
て
虹
き
脚
雑
は
鵜
髄
江

梓

の
火
炎
河
に
至
る
べ
-
'
現
今
は
北
淡
鉄
の
北
方
約

1
0
0
軒
の
妨

二
端
ま
で
は
貸
坤
巡
織
を
な
し
得
る
に
売
っ
て
尉
る
｡
か
-
の
如
-
､

北
女
銃
は
三
城
造
腺
払
中
の
嬰
牒
た
る
の
み
な
ら
ず
､
現
今
は

ハ
ル
ビ

ン
大
胡
河
町
の
飛
行
機
の
中
途
葺
雌
地
､
日
本
俄
部
仰
分
伽

.
満
城
建

設
串
妙
所

｡
守
備
陣

･
相
成
輔
佐
等
あ
り
｡
附
近
は
鎌
状
な
る
北
浦
平

野
な
る
を
以
て
近
水
北
瓶
紳
骨
の
tI
範
郷
地
と
し
て
饗
し
-
敢
展
を
な

し
っ
ゝ
あ
る
｡
人
目
細
入
約
七
'
0
0
0
人
､
本
邦
人
ニ
'
0
0
C
)人
に

妃
-
'

叔
妃

.I
ケ
年
間
に
人

_｣
一
鵜
に
治
せ
ん
と
す
る
小
林
骨
と
化
し

た
〕
本
邦
人
は
H
lf
･
は
光
北

淋
工
事
的
怖
番
'
軍
人
の
外
は
施

仰
料
亭

総
督

人
北
に
串
紫
衣
の
人
々
で
あ
る
｡

北
安
釣
が
滑
水
大
都
市
に
幾
達
す
る
か
､
閂)
に
池
過
輝
と
化
す
る
か

は
地
理
的
に
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
｡

(
悠
];
)

0
桃

南

の

近

況

平
脊
蚊
道
に
約
ひ
､
四
半
街
よ
り

≡

1
0
｡
九

粁
､
舛
々
略
解
よ
り
二
五
〇
｡
五
粁
に
位
す
O
光
綿
二
八
咋
(
今
よ
り
三

三
O
八

七
三



嶋

球

賂
二
十
二
番

三
年
前
)
濠
牧
亀
と
開
放
し
､
弼
三

.l
年
鵜
舟
肺
と
政
t
L
t
民
岬
二

年
(
二
二
年
齢
)
糠
に
改
む
.
開
放
常
時
は
四
十
戸
の
小
部
帯
で
あ
っ
た

が
凍
人
の
樽
佐
多
-
'
目
蕗
職
常
時
毛
皮
の
帯
革
や
加
と
井
に
蕎
鳶
市

場
と
し
て
牡
廉
L
t
繊
滋
開
油
に
1
リ
窮
期
的
に
貞
達
し
､
人
目
五
蔦

八
千
の
布
令

と

な
る
｡
内
地
人
は
本
舛
四
月
火

一
千
人
､
俳
人
五
44
人

洗 南 LJfJ' 群 金 貨

竃(:: ･･､
■ヽ J.. ヽ

it一桁の■I)矢部上I)北電す｡北方に氾正せる沸見河を見る

Ll打の楽は泥にて作 ))~柵 なる康機の牛鬼多 し｡

妨
Z
r雛

n
TO

七
円

に
し
て
曹
加
の
噸
向
に
あ

り
'
浦
潮
岬
犠
公
震
･
持
半
解
二
浪
司
令
称
･

讐
券
3

･
抑
公
着
･
地
方

法
投

･
稔
拘
り
･
日
本
鰭
騎
兵
故
{
司
令
称
･

砧
儀
事
務
所

･
雛
穀
屯
軸
亭
館
雷
薪
沸
南
東
薯

･
野
職
郵
碓
局
噂
が
あ

る
｡
沸
粛
尊
貴
舟
米
韓
は
女
の
如
し
｡
単
位
慮
､
大
岡
二
年
度
訊
｡

到
着

賞
鴨
両
分
三
'
四
六
〇

巣
七
八
〇

位
三
.
二

八

木
材

二
､
二
四
二

屯
や
八
二
七

紅
枚
六

九
〇

井
他
八
二

五
五
九

甘
用
品
ニ
'
〇
三
五

Z(
線
用
品
九
六
'
〇
四
1

他
線
用
品

一
六

〇

以
上
合
計

l
九
〇
'
九

一
二
鳥
｡

食
違
賃
鴨

大
王

一
円
､
三
lL
O

小
米
四
三

七

〇

沸
地
銀
鞠

一

八
'
七

.)
七

生
育
ニ
'
四

.J
八

井
他
八
t
O
Hニ七

甘
用
品

一

七
'
四
〇
三

嶋
線
用
品
二
70
'
五
七
七

他
線
用

品
.i

.二〇
五

zf
上
合
計
九
七
t
C
三
七
為
.
(
忠
)

0

枚

集

線

E

遥

ハ
ル
ビ
ン
郎
和

郎
慧

横
江
席
上
芸

JE
線
杜

法
欝
に
禿
る
雀
長
二
六
八
軒
の
儀
丑
で
族
琴
光
年
九
月

一
日
よ
り
讐
恭

J
JjE
和
し
た
｡

.L
昨
年
五
月
起
:-:し
工
事
は
浦
義
に
て
甜
負
､
本
年
ま

頃
は
晩
に
藤
本
も
迷
鱒
し
て
析
た
O
線
路
は

ハ
ル
ビ
ン
よ
り
北
嶋
を
横

幕
L
t
大
五

･
小
歩
の
耕
地
及
疎
林
の
任
地
を
也
林
犀
に
売
り
'
杜
林

河
上
縫
五
官
麟
附
姓
よ
り
漸
次
に
丘
や
地
の
閥
と
過
ぎ
'
小
城
子

･
佑

鞍
山
の
肝
胃
よ
り
席
如
林
壇
希
を
過
ぐ
ro
も
の
で
､
渓
谷
に
は
自
然
の

鋼
木
'
漬
本
多
-
'
現
今
は
義
遭
枕
木
井
他
の
用

材に
伐
燕
さ
れ
つ
1

あ
る
｡
北
方
大
中
山
JJ横
JL
す
る
鴫
に
は
ニ
ー

三の
小
隊
並
が
あ
る
｡

そ
の
城
南
は
税
法
の
平
野
で
故
法
に
は
日
本
守
傭
散
が
駐
屯
す
る
｡
本



線
蹄
は
北
即
叡
山

ハ
ル
ビ

ン
･
北
端
地
廿

に
よ
る
以
触
線
路
で
あ
る
｡

(
倍
化
)

tI''.渦 線 沿 線 の 軒 桁 林

■●

絃坊線の僻′卜は水杯地帯で,現今盛んに代探さ

れつ あゝるoI.!;抜目IEFの北方の;ii･扱.

○
世
界
主
要
綿
花
産
出
国
並
種
類

一､
米
棉

A
t
シ
ー
ア
イ
ラ
ン

ド
(
ジ
Lh
I
ジ
ア
'
カ
ム
.ハ
1
17
ン

難

雅

ド
虎

)
･1+俄
で
仲
抑
作

に
と
し
'
色
は
n

い
｡

3
'
ジ

rn
I
t･h
ア
触
小
林
'
沫
･#
色
を
呼
ぶ
､

lニ

ー
サ
ル
リ
ー
ン

ス
'
ル
イ
+･h
ア
ナ
'
カ

P
リ
ナ
'
及
7
.ラ
バ
マ

畔
救
郷
が
あ
る
｡

二
､
南
米
棉

A
t

7.
.シ
ジ

ル
柵
t
Ee.前
作

の
陀
緋
で
光
謂
あ
り
良
き

池
骨

三

十
t
I
三
卜
八
柁
'
'(
ル
ナ
ン
ブ

コ
､
.ハ
イ
ア
､

サ
ン

･1
ス
笹
薮
柚

あ
り

FQ
t
ギ

ア

ナ
純
､
右
に
M
に
'
丘

さ
III
+
七
ユ

ニ.十
川
托

カ

ユ
ナ
袖

デ

メ
ラ
ラ
推
称
あ
り
､

こ
れ
.･41
は
す

べ
て
推
他
部

で
あ
る
7

C､
n
ロ
ン
ビ
ヤ
及
.(
ル
ー
柵
､

碓
作
白
色
或
は
淡
水
色
で
ヴ
ア
リ

ナ
ス
t

.ハ
ル
セ
ロ
ナ
､

カ
ラ
カ
ス
'
カ
ル
タ

ヘ
ナ
t
O(
ル
ー
呼

の
救

柿

に
わ
か
れ
る
｡

三
､
百
印
度
棉
t
A

ハ
ィ
チ
櫛
､
探
求
色
北
柁
あ
り
こ
い
::;

二

十

l<

托

3

3

､

グ
ワ
ダ
ル
ー
フ.
柵
t
n
色
感
粗
o

C
t

マ
ル
チ

II
ク
約

枚
代
将
仰
色
楯
で
ニ
ト
八

三
卜
正
札
.

Dt
キ

ユ
I
.ハ
棉

3
上
｡

E
､
ポ
ル
･L
･
リ

n
柵

松
批

i
.質
叫
和
で
粂
紙
代

に
･:‥川
み
日
払
色

で
あ
る
､

二
十
-

二
十
五
托
.

四
'
近
東
棉

A
t
キ
ル
カ
〆
ゾ
椀

〓
色
墳
鹿

･i･
六

-
二
十
粍
u

EZ)
.

ス
ポ
ィ

ア
ク
線
'
川
前
放
牧
で
允
河
あ
り
卜
<

二
王

J
T

.｡

C
､
サ

ロ
ニ
カ
柵
､
n
色
小
指
珊
カ

に
･:;
む
十
人
I

ニ
ト
托
｡

Dt
イ
タ
リ
ー
柵
､
n
色
で
あ
る
'
カ
ス
テ
ラ

マ
レ
､
ビ
ア
ン
カ
ヴ

ィ
ラ
､

テ
ラ
ノ
ヴ
ァ
呼

の
印
加
が
あ
る
.

≡

7

ヒ
.i



地

球

筆

蒜

二
番

五
､
印
度
棉

A
t
パ
ル
ボ
ン
秤
､白
色
光
輝
あ
り
二
十
-

二
十
七
和
｡

丑
､
ベ
ン
ガ
ラ
柿
'
繊
維
長
-
淡
米
色
を
珊
ぶ
'
十
六
-
二
十
五
粍
o

C
'

マ
ド
ラ
ス
綿
､
同
前
十
六
-
二
十
四
粘
｡

Dt
テ

ィ

ー[
ヴ
エ
リ
押
､
白
色
光
樺
に
欝
む
十
六
-
二
十
四
托
｡

E
､

ス
ラ
テ
純
､
･;
色
腿
爺
性
で
あ
る
､
十
八
-

二
十

一
純
｡

F
'
プ

p
-
チ
釈
放

ハ
ス
パ
ス
綿
p出
色
弟
躍
p
二
十
-
二
十

一
椛
.

六
'
支
那
棉

A
､
支
那
本
土
柵
乳
白
色
を
叢
し
､
弾
力

少

い
二
十

.I

!

二
十
正
純
O

冶
'
日
本
種
弾
力
に

付川
む
､
十

.I
-
十
九
粘
｡

七

､
填
及
楯

山
色
紙
糾
上
部
､
抑
力
に
･iE
み
織
緋
紅
花
｡

0

支

那

茶

の

生

産

状

態

文
淋
茄
の
蝕
韓
地
は
十
八

省
中
十
七

省
の
脱
に
亙
り
､
就
中
揚
子
江
及
珠
江;
独
域
が
よ
い
､
米
河
流
域

の
川

四

･
供
西

｡
川
北
の
綿
省
や
滋
仙中
称
に
も
舛
席
は
あ
る
け
れ
ど
も
瀧
は

少

い
｡

支
部
茶
の
蹟
桝
に
つ

い
て
故
柵

の
調
査
資
料
は
あ
る
が
此
ハ拡
城
が
供

い
か
ら
'
碓
な
こ
と
は
わ
か
ら
ぬ
｡
昭
利
八
年
支
那
靴
小
鞘

の
舛
紐
に

ょ
る
と
允
の
如
し
.

.=HT即日
抑湖MM収舵II-I.

IIJ.-

鮮
四
故

紙汁北南西舵田朴

三
三

一
二
二
､
四
七
五

八
五
五
'
九
七
七

五
二
二

七
七
五

六
九
雌
'
五
八
七

二
'
三
四
八

四
四
'
八
四
三

L
七
'
八
八
八

t
'
六
四
五

一

合

計

四
㌧
糾
七
五
㌧
三
五
八

七
六

九
三
'
五

一
〇

三
二
二
､
七
七
〇

四

.ti
七
'六
九

八

二
三
九
㌧
九

.L
七

九
〇
六

二
へ
三
p
六

二
一

三
〇
二
二
i
O
誠

二
七
八
㌧
五
凹
九

四
､
四
九
九
.四
四
五

七
六
'
捌

;.rll六
へ
凹

八
〇
'
〇

三
四
p
五

三
八
'
六

三
六
脚
､
八

三
八
七
七
八

.I
六
九
'
二
六

.i
O
四
二

汁 て友江 川 河

tJq-敬 ).I(.:i;LJ_q繭

竹

刊

而

･3

産

樹

Ji
欣
;l=;
リ

二

1
'
一
四
八
欣

五

桝

田

抵

二
へ
六
斤

'
.∩
.
I

II
四
四

'四五
〇

七
1#
.〇
二
I
〆
九

.二

二
〇

八
'
0
〇
二

11
二

二

㌧
九

ヒ
'
七
八
九

光
へ四

四
九
九
'
二
八
七

六
.t空

九

.1
九
七
二
.I..六
九

1

六

､

三

こ
の
小
敵
は
我
凶

の
こ
官
印
位
で
あ
る
.
各
省

の
数
字
不
砕
米
で
あ
る

が
河
浦
や
江
妹
は

一
畝
平
均
二
斤
六
､
乃

讃
瓦
斤
四
と
い
ひ
､
供
米
焼

印
は
三
甘
六
十
五
斤
か
ら
三
甘
八
十
七
斤
の
多
兜
で
あ
る
が
こ
れ
は
南

の
方
が

.i
年
に
六
布
端
ま
で
も
つ
む
特
典
ら
し
い
け
九
.ど
も
信
用
の
川

凍
る
数
字
で
は
な
い
､れ
し
い
｡
支
那
で
は
粥
川
の
如
何
に
ょ
つ
て
潜
池

.i
番
茄
三
蒸

器
は
つ
む
が
､
市
鵬
良
け
れ
ば
四
番
ま
で
は
つ
む
｡
し
か

し
近
印
は
不
況
で
二
赤
以
上
に
川
な

い
か
ら
､
北
席
盤
の
井
川
は
白
ら

桝
郷
と
な
る
｡

攻
那
輸
出
茶

の
畠
迎
北
産
地
､
放
水
で
は
安
放
射

の
拳
轍
｡
体
率
｡捗

隙

｡
旅
路
等
が
中
心
で
珍
眉
茶
の
名
が
あ
る
｡
抑
江
省
の
遼
安

｡
梓
安

の
地
方
も
今
の
攻
敬
に
地
つ
づ
き
で
あ
る
か
ら
同
じ
珍
眉
茶
を
川
す
'

経
木
放
線

(
向
け
て
姉
川
さ
れ
た
が
叔
近
井
目眼
大
部
分
は
ア
フ
リ
カ
(

川
さ
れ
て
ゐ
る
｡

放
茶
に
平
水
茶
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
抑
江
省

の
細
興

｡
噛
悔

｡上
鹿
･



潮
目;
･
紙
S
=.の
滋
.髄
が
中
心
地
で
大
部
分
が
細
興

の
lf
･火
鋼
に
鵠
放
さ

れ
る
か
ら
こ
の
翁
が
あ
る
｡
こ
の
方
は
･託
と
し
て
米
陶
向
の
輪
川
で
あ

る
｡
同
1二
系
枕
で
淋
江
湖
州

席
の
平
水
茶
が
あ
る
が
上
狛
に
細
川
さ
れ

て
､
同
地
の
糊
揃
が
打
製
し
て
ア
フ
リ
カ

へ
向
け
て
川
し
て
ゐ
る
｡

東
郷
の
紅
茶
の
･;Hi嬰
な
の
は
所
謂
那
門
紅
茶
で
､
席
地
は
攻
徽
省

の

祁
門

｡
男
根

｡
及
古
木
布
令

の
茶
席
地
た
る
江
田
の
梓
雑

(
僻
柴
田
は

こ
の
梓
艇
か
ら
筑
紫

の
脊
松
川

(
茶
撃

つ
つ
し
た
)
の
三
螺
で
あ
る
O

つ
ぎ
は
江
西
の
修
淡

｡
銅
抜
放
統
率
か
ら
紅
茶
を
川
す

こ
れ
を
串
州
紅

姑
と

い
ふ
'
抑
江
竹

の
氾
州
に
鳩
す
る
永
寅
年
似
常
州
順
容
か
ら
は
粒

州
紅
茶
を
川
し
､
棚
縮

｡
湖
北
か
ら
網
棚
端
を
目
し

'絹
地

の
は
揃
州

に
放
散
す
る
か
ら
鵬
州
茶
と

い
ふ
｡

支
那
紅
茶
の
外
槻
瞭
川
旺
盛
で
あ

っ
た
常
時
は
､
江
関
と
耐
糊
だ
け

で
も
.日
蝕
端
的

の
多
き

に
上り
L
が
近
年
段
々
と
不
収
と
な
り
､
今
日

は
‖枇
上
邸

の
祁
門
茶
で
す
ら
斑
行
鵬
滞
し
､
耕ー
場
は
下
搭
し
た
.

又
内

地
向
も
紅
炎

｡
株
茶
の
別
が
あ
る
が
内
地
向
は
締
祉
･
殻
徴
｡
抑
江
の
庫

が
･Ⅵ
饗
で
あ
る
3
快
肘;
か
ら
骨
舶
蘭
淋
新
純
酉
耕
過
で
附
坐
さ
れ
る
茶

は
､
桐
湖

の
席
の
外
､
四
川

｡
蛍
南
池

の
下
称
=州
で
あ
る
J
.'*
す
る
に

拙
策
に
は
'
徽
州
茶

･
平
水
茶

｡

糊
州
茶
が
あ
り

､
外
に
各
地
よ
-
上

恥
に
搬
川

の
米
桝
製
が
多
-
､
(
之
を
土
井1…
茶
と

い
ふ
)
紅
炎
に
は
､
･%

紅

｡
串
紅

｡
湖
紅
及
び
浦
川
茶
の
s
i
T
大
別
が
あ
る
が
州
門
.北r;Fが
端
級
で

∩
..-
こ

旅
茶
で
は
瀧
井
と
い

っ
て
斬
江
省

の
珂
棚
附
虻
の
韓
が
滋
も
上
申
で

一

触
小
拙
家
艇
で
北
耕
さ
れ
て
ゐ
る
｡
経

っ
て
支
邦
は
紅
茶
だ
と
草
食
射

し
て
は

い
け
な

い
｡

こ
と
に
支
那

の
紅
茶
は
轟
滑

の
鵜
施
茶
よ
り
も
質

灘

報

が
坊

っ
て
き
た
の
で
あ
る
｡

O

野

島

牛

日
本

(
の
輸
入
肉
は
大
部
分
之
を
蛇
閲
と
浦
洲

とに
仰
ぎ
､
朝
鮮
を
除
き
て
は
大
槌

｡
大
津

｡
帝
偽
の
三
船
か
ら
輸
出

さ
れ
る
｡
三
船

の
う
ち
帝
偽
牛
が
大
多
数

で
あ
る
が
､
北
ハ州
内
は
浦
洲

牛
よ
り
も
天
紳
系
統

の
牛
よ
り
も
蘭
島
に
放
る
牛
が
俊
秀
な
た
め
で
あ

る
9
帝
偽
及
済
南
を
中
心
と
す
る
家
畜

の
災
川

｡
僻
難

｡
加
工
年
番
凍

貿
易
に
従

容
し
た
も
の
は
政
和
､
英

｡
米

･
拘
｡
露

の
何
人
で
あ

っ
て

大
正
八
年
迄
日
本
:約
人
の
力
は
微
々
た
る
も
の
で
洩

っ
た
が
'
布

の
外

絹
が
収
引
を
放
鶴
し
て
か
ら
今
日
で
は
日
本
人
の
独
占
鶴
米
と
な
り

.i

筒
中
六
偶
孤
を
超
ゆ
る
盛
況
に
な

っ
た
O

大
正
八
神
五
月
､
蘭
島
守
備
誰
々
令
で
来
賓
物
産
同
業
縦
令
規
則
が

教
和
さ
れ
､
淡
牛

･
S
.I
･
紡
北
地
米

｡
拓
北
故
紬

｡
約
糾
｡
小
沓
･
豆

油

｡
鵜
卵
の
八
鮎
を
虫
礎
物
産
と
し
そ
の
見
入
脱
放

｡
輸
出
業
希
を
弧

制
糾
合
に
い
れ
た
'
耐
水
奥
地
よ
り
蝕
牛
を
見
入
'
牽
川
し
､
日
本

(

地
中

の
ま

ゝ
'
或
は
牌
内
と
し
て
糠
;
す
る
も
の
十
八
名
が
約
4
3
碓
立

認
印
を
柑
た

が
十

一
年
末
罪
経
巡
後
も
職
畑
組
合

の
み
は
絶
伽
番
収
骨

の
下
に
現
存
し
て
ゐ
る
｡

蘭
偽
に
貼
る
牛
は

<t
部
は
北
牛
と
し
大
部
分
は
桝
殺
し
て
Z3=
本
に
簡

凹
さ
れ
る
｡
日
本
向
牛

の
併
殺
敗
は
仝
鱒

の
九
六
-
九
七
%
に
建
す
る

昭
利
六
坤
的

大
端
瑚
O

佃

し

て

こ

れ

ら

の

牛
は
如
何
な
る
経
路
で
ど
こ
か
ら
-
る
か
と

い
ふ

と
､
鋤
油
に
ょ
る
も

の
七
割
､
随
行
三
割

の
此
で
折
輔
か
ら
川
る
も
の

が
戯
多
で
あ
る
｡
背
は
日
本
人
で
奥
地
に
只
川
L
に
川
た
が
硯
水
金
-

三
三

七
ヒ



地

紋

筋

二
十
二
怨

跡
を
た
ち
拙
,=m
X
は
枇
路
で
油
島
?
の
牛
樺
に
つ
-
と
､
日
本
人
は
こ
の

牛
樺
で
渋
川且
を
始

め
る
｡
牛
柏
で
轍
俳
検
査
を
な
し
'
ふ
〓
柿
し
た
も
の

を
輔
比
舵
機
で
秤
術
を
終

っ
て
lHIぇ
引
す
る
も

の
､
撒
授
所
で
食
柿
し
た

と
き
に
文
排
ふ
も
の
'
牛
蛇
鞄
姥
血
締
紘
射
ま
で
や
っ
て
後
正
式
に
1-

引
す
る
も

の
で
あ
る
｡
比
内
の
方
は
併
殺
後
捻
寂
に
合
柿
し
た
枝
肉
を

岬見
付
け
る
の
が
弔
脚
で
あ
る
｡
牛

の
外
に
半
や
臓
の
併
殺
も
あ
る
｡
昭

利
大
中
吋
の
尉
潜
は
令
計
中
立

鞘
七
千
六
二
五
､
半
二
端
頭
､
牌
大
端

七
千
孤
に
托
し
た
｡

こ
や

り
の
桝
肉
申
牛
肉
と
慨

例
L及
舌
は
､
北
東

･
名
古
殿

｡
大
阪

中

神
戸

･
京
都

｡
下
関

｡
門
司
中

大
卒
川

｡
桃
･BB
･
大
地

｡
字
日脚
ふ
川
川
B

か
揮
｡

炎

｡
師

岡
等

の
各
地
(

種
別
車
に
ょ
つ

て
輪
目
さ
れ
た
｡

こ
の

申
大
阪
は
肉
九
甘
端
斤
'
臓

｡
青
二
流
二
千
斤
を
以
て
節

一
位
､帥

戸
七

甘
舵
斤
､
準

=1
仔
七
十
拭
け
､
名
古
屋
宵
三
十
拭
け
'
門
司
甘
代
斤
と

い
ふ
榔
仔
で
'
東
郷
は
五
十
胡
什
位
し
か
輸
入
し
な

い
｡
何
と

い
っ
て

も
地

政的
に
紅

い
阪
布巾
が
附
我

の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
加
を
嬰
し
な

い

俳
で
あ
る
｡

0

北

満

洲

の

貿

易

事

情

昭
利
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
四
倍

補剛
か
ら
の
瞭
川
人
の
あ
っ
た
北
浦
も
昭
利
E
I舛
以
降
､
世
堺
不
況

の

た
め
に
或
は
鎚
脚
下
紡
'
浦
洲
郎
紐
等

の
後
学

っ
け
て
昭
利
七
年
に
は

二
億
七
千
鵜
囲
に
も
槻
じ
た
｡
そ
の
う
ち
で
日
本

の
酋
品
の
輸
入
は
四

千
開
脚
乃
至

ハ
千
九
甘
前
側
で
全
日
本

の
輸
川
に
射
し
て
代
々
五
%
に

す
ぎ
な

い
｡
し
か
し
日
本
桝
口｡:
が
僻
非
の
各
地
で
八
方
親
に
な

っ
た
時

に
北
純
は
押

非
強
火
市
場
と
な
る
べ
き
で
あ
る
｡
云
ふ
迄
も
な
く
北
搬

節
四
批

三

四

七
八

の
中
心
抑
揚
は

ハ
ル
ビ
ン
で
あ
る
か
ら
北
ハ貿
易
線
路
は
北
輔

｡
南
泌
水

式
鎚
5.｡)
の
外
に
斌
北

･
稗
北

｡
投
銭

･
桃
昂

の
諸
税
が
あ
り
､
水
路
に

叔
北

｡
鼎
髄

｡
州
紅

･
ウ
ス
リ
ー
が
あ
る
｡

日
路
職
餅
以
前
に
は
さ
し
た
る
経
済
改
廃
は
な
-
､
米
綿
鋤
道

の
建

設
諦
工
等
の
材
料
と
､
人
口
の
忠
地
な
樹
加
に
ょ
る
必
輔
品
の
輸
入
の

み
で
あ

っ
た
が
､
解
二
期

の
放
洲
大
磯
時
代
は

ハ
ル
ビ
ン
は
封
露
貿
易

の
瑞
相
地

｡
t-･ー
継
父
易
地
と
し
て
俄
欽
…蛙
鵬
を
雄
し
､

ロ
シ
ャ
の
不
純

の
不
足
HM
を
祁
ふ
た
め
に
掴
嬰
の
砿
と
な
っ
た
｡

つ
い
で
枚
洲
大
職
後

は
別
解
斑

易
は

1
廻
し
て
不
粒
を
赫
め
た
が
.
北
満

の
蝕
韓
は
大
豆
を

小
心
と
し
て
鵜
瀞

の
故
達
を
兆
し
､
人
E
の
･E
然
将
加
に
伴

っ
て
崎
人

も
和
し
た
｡

や
が
て
昭
利
六
年
九
月
十
八
日
柳
促
満

の
溝
助
煤
数
か
ら

北
じ
た
帖
洲

窃
裏
は
昭
利
九
坤
に
櫛
制
林
立
:を
し
め
し
た
が
､
世
非
の

不
況
と
特
に
放
洲

の
不
況
と
か
'
北
鎖
銀
波
関
越
と
か
'
日
蘇
開
城

の
懸

念
で
､

ロ
シ
ャ
人
の
引
上
が
あ
り
'
之
に
仰
ふ
錨
人
の
僻
封
力
械
過
で

今
は
北
端
党
易
も

一
頓
排
し
て
ゐ
る
｡
し
か
し
日
本
人
は
こ
L
で
露
人

に
か
は
っ
て
助
川
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
が
､
日
本
内
人
と
鵬

洲
･rX;
人

と
を
比
べ
る
と
'
浦
洲
商
人
は
聯
舵
制
度
で
何
人
の
問
に
辿
銚
細
粒
が

あ
る
の
で
'
仕
入
が
や
す

い
｡
又

1
舷
に
地
肌
林
政
が
低

い
の
で
零
細

の
利
を
す

て
な

い
｡

1
舷

の
搬

洲人
の
地
絡
が
低
-

て
鵬
蟹
カ
が
弱

い

加
ふ
る
に
日
北
剛
に
袋
作
木
伐
が
も
が
つ
て
州
揚
が
か
は
る
｡
こ
れ
に

不
脚

の
邦
純
は
多
大
の
陀
解
を
う
け
畠

が
､
此
れ
る
と
か
う
し
た
日
々

の
廻
劫
に
な
れ
て
ゐ
る
支
那
人
は
中
気
で
却

っ
て
拘
党
外

の
利
銘
牢
つ

る
と

い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
日
米
･人
は
倣
相
磯
情
を
せ
ね
と
..
批
冊
洲
人
に



鮮
:
は
な
い
｡

北
満

の
大
東
は
昭
利
凹
咋
地
場
で
こ
甘

t
祝
砲
に
辻
し
た
｡
虫
と
し

て
北
枕
で
オ
リ
ー
ブ
や
伸
子

｡
拓
北
北
の
肋
の
代
り
と
な
っ
て
p

マ
ル

ガ
リ
ン
の
原
料
に
な
っ
た
外
に
北
ハ州
は
衣
商
の
飼
料
と
し
て
北
欧
各
地

で

総
額
が
あ
り
'
鋭
水
こ
れ
に
代
る
べ
き
池
常
の
飼
料
が
な
い
鮎
に
か

か
っ
て
ゐ
た
が
､
狗
泡
が
輸
入
黙
止
に
あ
っ
て
､
非
骨
に
こ
ま
っ
た
｡

日
下
弼
進
は
仰
淋
糾
し
た
の
で
見
込
が
つ
い
て
き
た
'
我
凶
で
は

一
昨
に

豆
粕
餅
五
千
粥
枚
を
滑
水
す
る
の
で
､
日
本
が
.LB
:糊
の
放
火
爾
朝
地
で

あ
る
｡
そ
こ
で
瓦
油
は
大
磯
F=
時
米
閥
に
輪
的
さ
れ
'
硯
水
で
は
南
淡

カ
所
に
向
け
ら
れ
る
｡

林
榛
は
資
源
に
･.i:‖
む
が
村
邸
も
始
範
材
料
長
尺
物
と
し
て
偉
容
で
あ

る
け
れ
ど
も
､
北
浦

磯
波
の
.:B
斑
が
高

い
の
で
締
出
が
十
分
で
な

い
｡

つ
ぎ
に
製
粉
北米
が
あ
る
が
鶴
担
後
日
本
人
が
こ
れ
に
加
は
り
輿
閲
製

粉
や
満
洲
徽
粉

の
椎
柴
が
始
ま
っ
た
｡
こ
れ
は
滑
水

の
見
込
が
多

い
｡

鋸
又

ハ
ル
ビ
ン
に
は
比
に
材
力
な
滋
州
や
那
粒
を
枇
扱
ふ
日
本
材
力
細

川
が

九
つ
も
あ
り
木
材
収
政
情
が
六
つ
も
･･川
水
た
｡
粕
じ
て
輸
入
分
耐

を
み
る
と
大
約
二
･g
川
で
南
満
よ
り
も
や
ゝ
妨
妙
で
あ
る
｡

節

1
に
紬
綿
布
で
あ

っ
て
五
官
前
脚
乃
糞

千
瓦
甘
拭
脚
の
多
に
注
し

日
本
=州
が
紺
秋
…光
る
｡
つ
ぎ
に
日
本
製

の
故
人
納
平
地

｡
双
人
朱
子

｡

双
人
相
淑
柵
に
紋
紬
が

あ
-
､
こ
れ
は
.鮮
人
に
も
l#
嬰
さ
れ
て
p鮒
'
人

絹

淡
交
鈍
物
で
二
千
航
相
に
も
辻
す
る
見
仏
で
あ
る
0
屯
拙
物
は
大
約

五
百
前
桁~
か
ら

.i
千
胡
_臼t
に
接
し
､
英
幽
健
勢
で
､
ポ
ー
ラ
ン
ド
｡
チ

エ
ツ
コ
｡
日
本

｡
ド
イ
ツ
と
い
ふ
順
で
あ
っ
た
が
'
肺
洲
弼
立
以
木
目

S

#

本
が
炎
的
品
の
堅
城
を
帝
か
す
に
薫
っ
た
｡

北
浦
で
約
数
の
砂
糖
で
香
港
製
僻
粋
は
九
分
九
桝
ま
で
日
本
｡
ザ
ラ

メ
蛾
は
爪
蛾
で
あ
っ
た
が
昭
利
七
舛
阿
什
河
製
榔
工
場
が
ザ
ラ
メ
を
つ

く
り
始
め
た
の
で
瓜
峡
は
枇
組
し
た
｡
舛
柵
は
帝
港
日脚
で
､
氷
鮒
は
日

本
応
で
あ
る
｡

北

端
各
地
に
有
党
淡
坑
が
あ
る
が
'
絞
僻
が
不
備
で
あ
る
か
ら
撫
枇

な
ど
か
ら
輸
入
4･,
れ
る
｡
蹄
地
は
ジ
ヤ
ラ
イ
ノ
ー
ル
｡
秘
陵

血
脇
立
･S

の
三
所
で
非
他
に
有
力
な
の
が
な

い
O

つ
ぎ
に
北
端
附
封

の
紙
知

一
切
は
日
本
=W
で
あ
⊥る
｡

林
檎
も
朝
鮮
鋸
南
浦
中
城
産
が
入
り
紀
州

｡
僻
岡

｡
仰
故
の
蟹
相
､

和
泉

の
式
激
の
外
に
衣
僻
の
バ
ナ
､
が
輸
入
さ
れ
る
｡

永
世
ソ
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
簡
入
n冊
は
日
下
年
斬
首
七
十
鵜
脚
に
達
し
な

い
が

ロ
シ
ャ
災
紗
と
鵬
枇
物

｡
腕
テ
ー
ブ
ル
掛

｡
舵
手
祁
は
い
づ
れ
も

傑
良
で
日
本
=州
は
避
軒
が
川
雑
な
い
O
非
予
知
も
明
治
親
非
･
グ
リ
コ
｡

笹
に
射
し
て
紙

製
=州
の
モ
ン
バ
ツ
シ
エ

(
飴
非
子
)
は
=脚
部
が
良
-
枕

許
は
日
本
産
よ
り
も
よ
い
O
鮎
の
輪
状

｡
輔
淑
及
魚
卵
の
搬
出
こ
の
三

つ
は
と
て
も
日
本
n州
の
及
ぶ
折
で
な

い
良
鮎
を
も
つ
'
井
外
に
石
油
糾

教
肋
が
擬
-
毛
約
物
や
杓
子
は
肺
非
よ
い
の
が
川
て
-
る

か

も
し
れ
な

い
｡
陶
磁
非
は
HM
成
良
好
で
な

い
け
れ
ど
も
､
特
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
や

る
か
ら
常
嬰
が
あ
る
O

し
か
し

ロ
シ
ャ
の
対
外
貿
易
は
年
々
の
大
入
也
で
支
排
が
出
水
な
い

で
ゐ
る
｡
此
ハ自
力
如
拙
は
獅
卿
非
に
屈
す
る
で
あ
ら
う
O

O

四

川

の
寮

糖

リ
ヒ
ト
ホ
-
…

ン
の
所
謂
赤
色
先
地
で
あ
る

三

B:+

七

九



地

球

讐

二
･
二
脊

川
川
は
支
那
で
も
･:==

裕
な
揃
料
fk
建
地
で
､
刷
柵

｡放
射
q
紙

｡
桐
油
｡

幼
材

｡
北
淡

¢
滋
和
の
外
に
砂

糖

が

紳

介

に
輸

川FrJ
れ

る
｡

井

産

地

は

I:1歳

｡
紙
糠

｡
内

江

｡
頚

申

｡
賓
似

｡
隙
･11｡
｡
つ
ま
-
柁
江
の
貨
曲
す

る
中
心
盆
地
で
あ
る
O

い
づ
れ
も

柁
江
の

水
鎚
で
韮
艇
に
集
中
さ
れ

.=
鵬
牌
と
池
化
銅
は
此
蓮

棚
の
た
め
に
帆
船
貨
施
し
.
砂
舶
商
と
工
場

と
が
そ
の
肘
近
に
牧
水
し
臆
押
紙
桝
上
誼
大
な
励
伴
を
も
つ
､
そ
こ
で

川
氷
た
白
卿
は
省
内
の
み
で
な
-
四
純
省

･
米
州

品

嵩

に
服
蟹
す

る

外
史
に
湖
北

｡
湖
南
に
も
脱
滑
さ
れ
る
の
で
あ

る
が

､
太
古
汽
船

や
日

本

の
汽
船
が
外
聞
靴

･
日
本
糊
を
浅
口
北
竜

へ
傭
人
し
て
か
ら
大
打
撃

を
如
(
た
が
､
日
光
排
斥
の
紳
鵜

.i
櫛
田
川
柵
の
妙
カ
が
彼
絡
し
昭
利

八
坤
に
は

一
咋
閥

の
瞭
些

向
が
二
千
四
訂
正
十
祝
汀
に
も
治
し
た
O
し

か
し
妃
頃
日
柿
汽
船

の
長
江
役
舵
の
た
め

に

こ

の
好
食
気
も
つ
L･
か

ず
'
妃
雄
四
川
棚
の
市
代
官
斤
十
九
元
か
ら
､
十
甲

.g
に
低
下
し
た
と

い
ふ
｡
し
か
も
昨
年
は
柁
江
流
域
は
大
串
魁
で
甘
朗

の
牧
雄
牛
城
し
た

の
で
崎
川
も
川
氷
な
い
硯
舵
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
｡

o

北

栄

ヒ

皿
-

ス

ト

ン

港

完

九
九
中
米
栄
樹

の
冨

警

節
四
舵

≡

ハ

八

〇

な
っ

て
か
ら
迦
河
の
梗
概
港
滞
設
備

の
充
米
､
鉄
道
の
聯
絡
､
湘
軍

ハ

ィ
プ
の
延
長
小
数
簸
蕊
槻
噂

の
備
付
で
､
綿
花
･
石
油
ふ

容
韓
の
輸
出

砂
抑

･
捌
排
の
輸
入
舵
盛
と
な
っ
て
妃
年
内
外
船
舶
の
番
地
著
し
く
､

南
部
で
は

三

-
オ
ル
リ
ー
ン
ス
に
つ
ぐ
野

蒜

rF=;継
と
な
っ
た
｡

一

九
三
三
年
の
糠
人
は
九
l･;
九
十

.義

弗
で
前
年
よ
り
も
二
十
筒
兆
を
増

加
し
､
袋
材
料
｡
助
郷
･
鍛
試
料

･
新
聞
紙

｡
砂
舵
等
が
入
り
､
ブ
ラ
ジ

ル
及
炎

｡
俳

｡
弼

･
キ
エ
バ
｡
日
本
称
か
ら
仕
向
け
ら
れ
た
0
除
目
は

>:r･
に
輸
入
の
十
倍
で

一
億
七
干
満
弗
に
達
し
'
綿
花

｡
脱
油

.
ガ
ソ
リ

ン
｡
オ
イ

ル
｡米
を
出
す
｡
柚
北
は
糠
川
の
七
割
七
分
で

テ
キ
サ
ス
○
オ

ク
ラ
ホ
マ
の
産
を
希
批
す
る
O
虫
聾
榊
は
日
本
が
筆
頭
で
､
猫

｡
英

｡

俳

･
伊
の
朋
で
あ
る
｡
原
油
の
七
割
は
カ
ナ
ダ
､
共
他
は
仰

｡
白
で
あ

る
｡
ガ
リ
-
ン
は
英

･
俳
耐
凶

へ
瞬
川
の
半
分
を
と
ら
れ
る
｡
斡
川
の

相
手
は
四
十
六

ケ
閲
､

1
九
三

一
年
に
は
英
関
節

ti
で
あ
っ
た
が

1
九

三
三
坤
に
日
本
が

1
雌
し
て

1
位
を
し
め
三
千
三
甘
鵜
弗
の
耽
引
に
上

っ
た
JU


